平成16年7月26日

各　位

旭化成ライフ＆リビング株式会社

世界初の緩衝材設計システム「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(パオス),ＰＡＯＳＳ)ＴＭシステム」のサービス開始について

旭化成ライフ＆リビング株式会社（本社  東京都千代田区　社長　能村義廣）は、精密部品などの製品輸送時の品質保全に用いる緩衝材※１設計を、仮想空間上で行う世界初※２の緩衝材設計システム「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(パオス),ＰＡＯＳＳ)ＴＭシステム」を開発しました。平成16年7月28日から、当社WEBサイト（www.paoss.com）にて情報公開するとともに、同システムのサービスを付加した高機能緩衝材の販売を開始します。

このたび当社が独自に開発した「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(パオス),ＰＡＯＳＳ)ＴＭシステム」は、3次元落下シミュレーションおよび自動最適設計システムによる最適緩衝設計により、「緩衝材設計期間の大幅短縮（従来技術の3分の1）」と「緩衝材の省資源設計」を実現しました。

当社は、現在販売している高機能緩衝材について、同システムのメリットを生かし、難易度の高い顧客要望に対応するソリューション提案型の販売促進活動を実施し、平成20年度売上100億円以上を目指します。
“PAOSS™“の由来　Packaging Application Optimization by Simulation Solution 
１．背　景
(1) 　現在、DVD、薄型テレビなどのデジタル家電製品や、エンジン、トランスミッションなどの自動車部品の緩衝材設計を行う場合、試作した緩衝材サンプルを製品に取り付けて、落下試験を行い、同結果に基づき目標とする緩衝材の性能が得られるまで緩衝材の修正を繰り返し行うことが一般的に行われており、通常1～2週間の設計期間を必要とします。

(2) 　現行の落下試験による緩衝性能評価では、緩衝性能に寄与しない緩衝材部位の予測が困難なため、緩衝材に無駄な部分が発生し、緩衝材コストの上昇などを招くことがあります。

(3) 　現行の落下試験による緩衝材用金型の設計には、金型設計図面の作成や緩衝材サンプルの試作などに過大な労力を要することから、通常2ヶ月程度の作製期間を必要とします。

２．「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(パオス),ＰＡＯＳＳ)ＴＭシステム」がもたらすソリューション

(1) 緩衝材設計期間を通常の約1/3に短縮

· 　製品と緩衝材サンプルを用いた落下試験を繰り返し行わず、製品と緩衝材の3次元CADデータを用いた仮想空間での落下シミュレーションと、当社が独自に開発した自動緩衝材最適設計システムを組み合わせることにより、通常1～2週間必要とする設計期間が、平均して約3日に大幅短縮されます。

· 　さらに、落下試験に比べて、精緻な緩衝材設計が行えるため、高い精度で緩衝材のコスト試算を行えます。

(2) 最適緩衝設計による省資源化、減量化

· 　3次元落下シミュレーションで緩衝性能に寄与しない部位を予測し、無駄な部位を削ぎ落とした緩衝設計を行うとともに、30年以上にわたり蓄積した設計ノウハウのデータベースを用いて緩衝材設計を行うことから、緩衝材の省資源化、減量化、コスト削減に寄与します。
(3) 金型作製期間を通常の約1/2に短縮（本年秋からサービス開始予定）

· 　緩衝材を量産するための金型設計も、同システムにより行われ、金型作製期間についても、通常約2ヶ月必要とした期間が、約1ヶ月以内に短縮されます。

３．今後の事業展開

(1) 「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(パオス),ＰＡＯＳＳ)ＴＭシステム」用いて設計、販売する主な緩衝材

· 押出発泡ポリエチレン「サンテックフォームＴＭ」

· 成形発泡ポリエチレン「メフＴＭ」


· 環境面での対応として、平成16年8月下旬からフロンを生産工程で使用しない高機能緩衝材「サンテックフォームＴＭ」の販売を開始します。

(2) 緩衝材の販売目標

国内ユーザー、海外ユーザーに積極的な販売展開を行い、平成20年度売上100億円を目指します。

以　上

＜お問い合わせ＞

旭化成株式会社　　　　　　　　　広報室　　　TEL：03-3507-2060

旭化成ライフ＆リビング株式会社　企画管理部　TEL：03-3507-2939

＜ご参考＞

１．語句の解説
※１　緩衝材
家電製品や自動車部品の輸送時の品質保全、破損防止を目的とした包装材料で、発泡スチロールなどのプラスチック、段ボールなどの紙が用いられることが多い。

※２　世界初
仮想空間での落下シミュレーション試験及び当社が独自に開発した自動緩衝材最適設計システムを組合せ、「緩衝材設計」を行うサービスを本格的に開始するのは、当社が世界で初めてであると考えています。また、現在、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(パオス),ＰＡＯＳＳ)ＴＭシステム」について、国内外に特許出願を行っております。

２．緩衝材の３次元シミュレーションの例
　　　　　　（本物の緩衝材）　　　　　　　　　（シミュレーションの緩衝材）
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３．流通チャネル
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（Ｗｅｂ上でも可能）





ＰＡＯＳＳ





設計相談・コンサルティング





３次元図面、見積り、緩衝材





緩衝材設計情報





落下シミュレーション


自動最適設計　　結果





販売代理店





顧客





旭化成ライフ＆リビング








